
 

     

 

都立深沢高等学校 グランドデザイン 
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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック評価】 

 

育成すべき資質 

・能力 
レベル１ レベル２ レベル３ 

 

目指すべき 

生徒の将来像 

一緒に社会をつくる力 

① ② 

人の意見に耳を傾け、自分との相違

点を見つけることができる。 

人の意見に耳を傾け、自分との相

違点を見つけ、人の良いところに

気づくことができる。 

人の意見に耳を傾け、人の良いとこ

ろに気づき、それを他者と共有する

ように努力することができる。 

 

真 
に 
社 
会 
人 
と 
し 
て 
自 
立 
し 
た 
人 
間 

 

★グロー

バル化の

進展の中

でたくま

しく生き

抜く人間 

 

★共生社

会の中で

多様化を

尊重し積

極的に社

会的役割

を果たす

自立した

人間 

コミュニケーション能力 

① ③ 

他人の話を集中してよく聴き、理解

することができる。 

他人の話をよく聴いた上で、自分

の意見を伝えることができる。 

他人の意見を共感しながら聞いた

上で、自分の考えを表現し、意思の

疎通ができる。 

健全な批判をする力 

③ ④ 

ニュース・新聞などで異なる意見を

知り、双方の主張を理解できる。 

ニュース・新聞などで異なる意見

を理解した上で、自分の考えをも

つことができる。 

ニュース・新聞などで得た知識をも

とに異なる意見を理解しつつ批判

することができる。 

様々な変化へ対応する力 

① ③ 

社会適応力を理解することができ

る。 

社会適応力を身につけることがで

きる。 

身についた社会適応力を活かすこ

とができる。 

課題を解決する力 

③ 

課題をきちんと把握することがで

きる。 

 

課題に対して問題点・解決策を考

え、必要に応じて自分で調べて実

行できる。 

計画的に物事を捉え、他人と協力し

ながら主体的に行動し課題を解決

することができる。 

段取りを組んで取り組む力 

② ③ ④ 

計画を立てて実施することができ

る。 

 

計画を立てて実施し、それについ

ての評価を行うことができる。 

計画を立てて実施し、それについて

の評価を行った上で改善を行うこ

とができる。 

計算する力 

② ③ ④ 

日常生活に必要な基本的な実数の

四則計算ができる。 

 

いろいろな関数の値を適確に求め

ることができ、新たな知識につい

ても貪欲に獲得している。 

微分法や積分法など既習内容が定

着しており、自発的な学習を通して

獲得した知識を活用できる。 

読む力 

② ③ ④ 

教科書程度の論理的文章を読み、筆

者の主張を読み取ることができる。 

文章に形態に応じて、表現技法や

語句の使い方の工夫などに注意し

て読むことができる。 

社説等の文章を読んで、文脈を捉え

語句や表現に注意しながら、主張を

的確に読み取ったり、指定された字

数で要約したりすることができる。 

書く力 

② ③ ④ 

目的に応じて文章の形態や文体、語

句などを工夫して書くことができ

る。 

論理の構成や展開 

の仕方を考え、自分の主張を根拠

を示しながら書くことができる。 

説明や描写を効果的に使い分けて、

TPO に応じた適切な文章を書くこ

とができる。 

課題を見つける力 

③ ④ 

ニュースや新聞を見て、内容を理解

する基礎的な知識があり、解決すべ

き課題を設定することができる。 

ニュースや新聞を見て、内容を理解

することができ、課題解決の見通し

をもって計画を立てることができ

る。 

ニュースや新聞を見て、何故なのか

かという疑問をもち、実践した結果

を評価した上で改善策を検討する

ことができる。 

 

「応援します！これからの君を」をスローガンに、キャリア教育の

推進を根底に据え、学力の向上、規範意識の醸成、進路志望の実現

を目指し、日々の教育活動を推進し、進学者の増加、中途退学率の

低下、遅刻者の減少などが顕著になってきている。 

 

自己実現のために自ら学び自ら考え行動する人間の育成を

図るとともに、人権尊重の精神を涵養する。 

① 広く、高い教養を身につけ、健全な思考が行える能力

を養う。 

② 自主的に考え、自発的に活動する態度を確立する。 

③ 心身の健康を増進するとともに、社会の変化に主体的

に対応する力を育成する。 

【育成すべき資質・能力】キャリア教育で育成を目指す「基礎的・汎用的能力」の４つの能力 

①【人間関係形成・社会形成能力】 ②【自己理解・自己管理能力】 ③【課題対応能力】 ④【キャリアプランニング能力】 

[一緒に社会をつくる力]   [コミュニケーション能力] [健全な批判をする力] [様々な変化へ対応する力] [課題を解決する力] 

[段取りを組んで取り組む力] [計算する力]       [読む力]       [書く力]         [課題を見つける力] 

 

 

人口減少・高齢化の進行、情報通信技術の更なる発展、 

スーパー・メガリージョンの形成、巨大災害の切迫 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】「真に社会人として自立した人間」 

「グローバル化の進展の中でたくましく生き抜く人間」、「共生社会の中で多様化を尊重し積極的に社会的役割を果たす自立した人間」 

【教育目標】 【生徒/学校の現状】 

【予想される社会の変化】 


